
幅広い教養
医療分野の基礎知識
理学療法の基礎知識

1年次

専門分野を学ぶ上での
基礎学問

2年次

障がい特性
生活機能の評価
援助技術

3年次

理学療法実践における
専門技術
理学療法士の資質

4年次

分野ごと段階的に学ぶ「ステップアップ・カリキュラム」

PT 理学療法学専攻
4年間の学び

専門基礎科目：人体の構造と機能及び心身の発達

機能解剖学

解剖学基礎演習
基礎解剖学 解剖学基礎演習

運動器系の解剖学 神経系の解剖学
内臓系の解剖学

生理学Ⅰ・Ⅱ 生理学Ⅲ・Ⅳ
生理学実習

運動学総論 運動学各論
生涯人間発達学

運動学基礎演習

CP1,2,3,5,6,7

教育課程編成・実施の方針【カリキュラムポリシー】

共に学び合える本学の学び

PICKUPPICKUP 運動療法学Ⅰ

最も効果的な運動で、
機能回復を目指す!
人の身体の仕組み（解剖学・生理
学）や運動の仕組み（運動学）をよ
く理解したうえで、身体の障がい
における機能回復の方法や障が
い発生予防の方法を学びます。

PICKUP スタディースキルⅠ・Ⅱ

くり返し学習することで
更に理解を深めよう！
担任（チューター）が担当し、グ
ループワークや実技練習、課題学
習などを通じて、履修中の科目の
理解をさらに深める手助けをして
います。

PICKUP 運動学総論

人の運動の仕組みを
理解しよう!
手や足が動く仕組みや「立つ」「歩
く」などの運動の仕組みについて
理解します。骨標本や人体に触れ
ながら、具体的に確認しながら学
んでいきます。

生徒一人ひとりに向き合う学校。
勉強へのやる気が維持できます。

在学生 相原 弘樹さん
徳島県立徳島商業高校出身

外部から来ていただく先生の授業には、大いに刺激を受けまし
た。医師やアスレチックトレーナーなど現場で働く方達なので、
リハビリの今を知ることができるし、多様な視点から学べます。
実習での経験を教えていただける先
輩との実技練習でも多くのことを学
べました。勉強の機会がたくさんある
と思います。

授業でわからない点があれば、とにかく質問します。先生に聞
きやすい雰囲気なので、みんな質問に行きます。運動学の授業
で筋肉の付き方を覚えるために、骨標本に色の着いたテープを
貼ったのもわかりやすく、印象に残り
ました。先生が丁寧にわかるまで教え
てくださるので、勉強の意欲が高まり
ます。

外部の先生や先輩との交流で
様々な視点から学べます。

在学生 高谷 碧海さん
滋賀県立草津東高校出身

CP

※上記の　　は該当するカリキュラムポリシーです。CP

1 知識や技能の修得にあたっては段階的・階層的に学べる編成とする（DP1、2）
編成の実際は教育課程に示すとおりであり、教授に当たっては学修を促す適切な教育技法を取り入
れる。

2 実習や演習を講義科目と連携できるように配置し、知識と技術を促す実学重視の科目配置
とする（DP1、2）

3 確実な学修を促すために、各科目の必要性を明確にするとともに各段階における個々人の
修得状況を把握する（DP1、2）

4 学外での臨床実習にあたっては段階的な学びの機会となるように配慮する（DP1、2）
実習目標のみではなく、指導者についても帯同教員による指導を主とした体制に始まり、学外の指導者を
中心とした指導体制に移行するような段階的編成とする。

5 本専攻が目指す人材を育成するためには、国家試験に合格し資格を有することが前提
となるが、各科目において早期より国家試験を意識した授業展開とする（DP1）

6 自らの学びを促すためアクティブラーニングの機会を適宜設ける（DP4）
自ら希望する施設の見学や社会貢献活動への参画など適宜学外での自主活動の機会を提供する。

7 主体性を持って多様な人々と協働し学ぶ態度を育むため、早期よりグループ学修や学
年を超えた学修の機会を設ける（DP3、5）

ディプロマポリシーに示された要件を満たす理学療法士を育成するため、
履修系統図に示すような段階的、階層的学びを可能とするカリキュラム編成とする。

※上記の（DP）とは、ディプロマポリシーを示します。
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PICKUP 運動器障害理学療法治療学Ⅱ
（スポーツ傷害）

講義と実技演習の組み合わせで
「使える知識」を身につける
座学にて整形外科学で学んだ疾患の知識を復
習し、疾患に応じた理学療法評価と治療の基礎
を学びます。座学の次の実技は学生同士で実
際に評価や治療を行い、自らの身体を使って技
能と知識の理解を深めます。座学と実技を繰り
返し、臨床実習で経験することが多い運動器

（整形外科）疾患の評価と治療の流れを理解。

理学療法学専攻 4年間の学び
プラス1
の想い

科学的思考の基盤／人間と生活
情報処理学

生物学

医療情報学
医療英語
物理学

統計学
CP1,2,3,5,6,7

文学 国際社会と日本 教育学
生命倫理 法学概論

自然科学概論 福祉住環境論

専門基礎科目：疾病と障がいの成り立ち及び回復過程の促進
病理学概論 栄養学疫学・公衆衛生学

臨床検査医学
臨床神経学Ⅰ・Ⅱ
整形外科学Ⅰ・Ⅱ

内科学Ⅰ・Ⅱ 臨床薬理学 医療安全学

臨床運動学
高次脳機能障害学Ⅰ・Ⅱ

臨床心理学

CP1,2,3,5,6,7

精神医学
老年医学小児科学

一般臨床医学

保健医療福祉とリハビリテーションの理念
基礎ゼミナール

リハビリテーション概論 リハビリテーション医学 老人福祉論障害者福祉論

スポーツ医学
障がい者スポーツ指導論

CP6,7

障がい者スポーツ入門 CP6 CP6

介護概論
感染症学

チーム医療論 CP6

CP1,2,3,5,6,7

CP1,2,3,5,6,7
コミュニケーション・

リハビリテーション学Ⅰ・Ⅱ
医療コミュニケーション学

言語学

CP6,7 CP6,7
CP6,7

コミュニケーション・
リハビリテーション学Ⅲ

心理学
国語表現学

英語コミュニケーション

社会の理解、コミュニケーションの基盤と応用

専門科目 CP1～7

理学療法演習Ⅱ

理学療法管理学Ⅱ

理学療法特別演習（卒業試験）

理学療法管理学Ⅰ

運動療法学Ⅰ 運動療法学Ⅱ
物理療法学・物理療法学演習
義肢装具学・義肢装具学演習

CP6,7

理学療法研究法 理学療法演習Ⅰ CP6 CP6

基礎理学療法学

理学療法管理学

理学療法評価学Ⅰ 理学療法評価学Ⅱ 理学療法評価学実習 理学療法評価学Ⅲ
理学療法評価学演習Ⅱ

理学療法評価学演習Ⅰ理学療法評価学

国際リハビリテーション 地域理学療法学
日常生活活動学・演習

生活環境論

地域理学療法学

臨床見学
（通所リハビリテーション、訪問リハビリテーションに関する実習を含む）

見学実習Ⅰ 見学実習Ⅱ 評価実習 総合臨床実習
臨床実習

理学療法治療学

理学療法治療学各論

理学療法研究

総合理学療法学ⅡスタディースキルⅠ スタディースキルⅡ
臨床ゼミナールⅠ 臨床ゼミナールⅡ

理学療法概論
CP6,7
CP6,7

総合理学療法学Ⅰ CP6

神経障害理学療法治療学Ⅰ・Ⅱ

老年期理学療法治療学
呼吸器障害理学療法治療学 小児期理学療法治療学

運動器障害理学療法治療学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

循環器障害理学療法治療学

CP4

代謝障害理学療法治療学


